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吹く風も次第に夏めいてまいりましたが､皆様いかがお過ごし
でしょうか｡そして､旧年度中は誠にお世話になりました｡令和でも

ご指導､ご鞭接の程よろしくお願い申し上げます｡

さて､本紙は新市域を網羅した新たな市史の編さんを目指し､現
在までに御調､旧尾道､向島､因島を特集してまいりました｡第5号

では瀬戸田にスポットを当て､無形民俗文化財である名荷神楽を

中心にご紹介いたします｡
また､この度『新尾道市史文化財編上巻』を発刊することができ

ました!文化財の宝庫であるわがまちを再発見していただけるの
ではないかと思います｡皆様のお手元に少しでも早くお届けでき
るよう､市史編さん委員会一同鋭意努力いたしております｡

どうぞお楽しみにお待ちください｡ (LH.)

※ 『市史広報』は年に2回程度の発行を予定しております｡
みなさんの様々なお声や情報をお待ちしております｡

過
史
編

現
代

WANTED

史資料や情報をお寄せください

古文書や古写真(写真絵葉書を含む) ､古地図､
尾道の話題を報じる古新聞など､市史編さん委員
会事務局では､幅広い分野において尾道に関わる
史資料を収集しています｡また､無形の伝承(也
域に伝わる言い伝えや独特な慣習､祭礼芸能等)
についても収集対象となります｡もし皆さんのお

宅や周辺で､あるいは地域で､そうしたものが発

見された場合は､事務局へご一報下さい｡史資料
については複製(写真撮影･コピー)を取らせて

いただくのみで､現物については速やかにお返し

させていただきます｡情報提供は下記の事務局連
絡先までお願いします｡お電話での受付時間は平
日8:30-17二00 (文化財係: 0848-20-7425)

【企画･編集.発行】尾道市市史編さん委員会事務局(企画財政部文化振興課内) 〒722-8501尾道市久保一丁目15-1尾道市民会館3階32号室

TEL : 0848-38-9359 (直通) /FAX : 0848-37-2740 (代表) /E-MAIL : bunkazai@city.onomichi.hiroshima.jp
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史
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天
然
記
念
物

概
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論

一
､
植
物

二
､
地
質
･
地
形

『
新
尾
道
市
史
』
刊
行
計
画

文
化
財
編
　
下
巻

資
料
編
　
近
世

資
料
編
　
近
代
･
現
代

資
料
編
　
古
代
･
中
世

民
俗
編

地
理
編

通
史
編
　
原
始
･
古
代
･
中
世

通
史
編
　
近
世

通
史
編
　
近
代瀬

戸
田
町
は
美
し
い
芸
予
諸
島
の
中
央
に
位
置
し
､
瀬

戸
内
海
を
横
断
す
る
し
ま
な
み
海
道
(
西
瀬
戸
自
動
車

道
)
が
通
っ
て
い
ま
す
｡
温
厚
な
気
候
と
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
て
お
り
､
み
か
ん
､
レ
モ
ン
､
八
朔
､
ネ
ー
ブ
ル
な
ど
の

柑
橘
類
の
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
､
造
船
業
や
漁
業
も
主

力
産
業
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

み
ょ
う
が

瀬
戸
田
町
の
東
北
端
に
名
荷
と
い
う
地
域
が
あ
り
ま

げ

い

は

ん

つ

う

し

す
｡
『
芸
藩
通
志
』
に
よ
る
と
､
近
世
後
期
の
戸
数
は
二
二
八

戸
で
､
生
口
島
で
は
最
も
大
規
模
な
村
で
し
た
｡
こ
の
地
は

f
i
 
'
H
 
D
u
齢
､
郡
那
､
朝
那
､
酢
離
､
J
F
m
､
ボ
嘩
蹴
姐
の
七
つ
の

地
区
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
｡

『
国
郡
志
下
調
書
出
帳
』
に
よ
る
と
､
名
荷
は
中
世
以
来

の
揚
げ
浜
(
入
浜
式
塩
田
｡
海
水
の
水
分
を
蒸
発
さ
せ
､
塩

を
作
る
製
法
)
が
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
'
そ
の
伝
統
も
あ

っ
た
た
め
か
近
世
に
な
り
塩
浜
(
塩
田
)
の
開
発
が
盛
ん
に

行
わ
れ
ま
し
た
｡
ま
た
､
大
正
川
流
域
は
､
水
田
と
し
て
開

か
れ
米
ど
こ
ろ
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
｡

さ
て
､
今
回
は
名
荷
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
広
島
県
無
形

民
俗
文
化
財
｢
名
荷
神
楽
｣
を
ご
紹
介
し
ま
す
｡



【特　　集】

尾道市
の神楽

県　広島県無形民俗文化財

市　尾道市民俗文化財

0､

⑨浦崎新田神楽

⑭浦崎海老神楽

⑪浦崎満越神楽

⑪百島神楽

⑯中庄神楽県

⑭田熊神代神楽市

⑯名荷神楽県

①御調神楽県

(彰太田神楽

(丑山波神楽市

④浦崎戸崎神楽

⑤浦崎高尾神楽

⑥浦崎下組神楽

(∋浦崎上組神楽

⑧浦崎灘神楽
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市史編さん事務局トピックス

市史第一巻『新尾道市史　文化財編上巻』発刊!

【トピックス】

A4版ソフトカバー､口絵1 6頁+本文348頁/定価2′700円(郵送料別途) /販売数量600冊

販売窓口:尾道市文化振興課及び市内各図書館(書店での販売はありません)
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神
楽
は
神
事
あ
る
い
は
芸
能
と
し
て
､
古

く
か
ら
日
本
各
地
で
行
わ
れ
て
お
り
､
神
楽

団
の
数
は
数
千
に
も
上
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
｡
広
島
県
内
だ
け
で
も
､
約
三
〇
〇
の
神
楽

ひ
ば
こ
う
じ
ん
か
ぐ
ら

団
が
あ
り
､
中
に
は
比
婆
荒
神
神
楽
の
よ
う
に

t
壇
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

1
/い

る
も
′
の
も
あ
り
ま
す
｡

/
ー
～
＼

県
内
の
粁
楽
は
､

げ
い
ほ
く
か
ぐ
ら

芸
北
神
楽
､
比
婆
荒
神
神

あ

｢

賢

し

ゅ

う

に

じ

ん

ぎ

か

ぐ

ら

　

ぴ

ん

ご

か

ぐ

ら

楽
､
安
士
軍
こ
細
祇
神
楽
､
備
後
神
楽
､
芸
予

∫

-

l

l

 

t

ノ

/

ー

･

I

諸
島
の
神
楽
の
五
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
｡

滴
丈
､
芸
纏
の
神
楽
は
華
や
か
な
演
出
に
よ

､
.
i
,
代
表
的
な
神
楽
と
し
て
多
く
の
人
々
に

/

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
o

)

現
在
､
尾
道
市
内
の
ヰ
丘
個
所
で
神
楽
が

｣
)
層
わ
れ
て
い
ま
す
.
芸
北
神
楽
と
は
対
照
的

L
i
L
素
朴
で
､
味
わ
帆
深
い
備
後
や
芸
予
諸
島

の
神
楽
は
触
域
の
人
々
に
よ
り
､
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
｡
了

そ
う
し
た
中
で
､
県
内
で
最
も
貴
重
な
神

＼

楽
の
一
つ
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
が
､
藁

し
ん
た
く
ま
い

縄
の
人
形
簿
用
い
や
神
託
舞
を
舞
う
名
荷
神

楽
で
す
｡

新
尾
道
市
の
歴
史
を
紐
解
き
､
後
世
へ
伝

え
る
『
新
尾
道
市
史
』
(
全
十
一
巻
)
の
刊
行

が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
｡

市
制
施
行
二
一
〇
周
年
を
経
て
､
開
港
八

五
〇
年
と
い
う
歴
史
的
節
目
に
お
届
け
す
る

記
念
す
べ
き
第
一
巻
は
､
市
内
の
指
定
文
化

財
(
一
部
に
未
指
定
を
含
む
)
の
内
､
建
造
物

･
史
跡
･
名
勝
･
天
然
記
念
物
と
全
一
五
九
件

を
網
羅
し
た
｢
文
化
財
編
｣
の
上
巻
で
す
｡

文
化
財
の
宝
庫
で
あ
る
わ
が
ま
ち
を
再

発
見
･
再
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
内
容
で
す
｡
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御神酒で赤く染まる不思議な人形

名荷神楽の演目｢三宝荒神宮御縄｣で使用される人形は､荒神さんと呼ばれています｡顔

は墨で描かれ､髭と眉毛が凄々しく生えています｡人形は一本の縄を結って体を形作ってお

り､毎年新しく作り替えられています｡体の正面には､｢三宝荒神宮御縄　平成三十一年四月

七日　当番組｣とあり､両袖には㊥､背中には｢才崎組｣と記されています｡

名荷神楽を伝える地域には他に空城､東郷､中郷､西

郷､下口､才崎､越地があり､今年は才崎が当番を務めま

した｡

酌取りが人形を遊ばせ氏子が神酒を飲ませると､顔が

みるみる赤くなっていくのです｡今年は昨年よりも､人形

の顔が鮮やかに赤らみ､参加者は吉祥の兆しを喜びまし

た｡
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名
荷
神
楽
は
､
四
月
第
一
日
曜
日

(
以
前
は
旧
暦
三
月
三
日
の
節
供
)

に
行
わ
れ
て
お
り
､
名
荷
神
社
の
境

い
く
い
し
じ
ん
じ
ゃ

内
社
で
あ
る
生
石
神
社
(
荒
神
社
)

の
例
大
祭
に
奉
納
さ
れ
ま
す
｡

名
荷
神
楽
の
起
源
は
､
室
町
時

代
に
生
口
島
で
疫
病
が
流
行
し
､

か
ん
ば
つ

そ
の
う
え
干
魅
の
た
め
に
凶
作
と

な
っ
た
と
こ
ろ
､
神
社
の
世
話
役
が

神
前
で
幣
と
扇
子
を
手
に
神
楽
を

舞
い
､
疫
病
退
散
と
豊
作
を
祈
念

し
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
｡

名
荷
神
楽
に
見
ら
れ
る
多
く
の

演
目
は
､
瀬
戸
田
町
周
辺
で
一
般

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
､
｢
三
宝

荒
神
宮
御
縄
｣
は
神
の
神
意
を
う

し
ん
た
く
ま
い

か
が
う
神
託
舞
を
伝
承
す
る
全
国

で
も
稀
有
な
神
楽
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
｡

え

ぼ

し

へ

い

か

た

し

ゃ

く

烏
帽
子
を
被
っ
た
幣
方
と
酌

と取
り
が
人
形
を
手
に
舞
い
､
舞
が

終
わ
る
と
酌
取
り
が
参
列
者
に
対

座
し
ま
す
｡
参
列
者
が
御
神
酒
を

人
形
に
飲
ま
せ
る
と
､
た
ち
ま
ち

に
人
形
の
顔
が
赤
ら
み
ま
す
｡
赤
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
､
縁
起
が
良
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
｡

そ
し
て
､
舞
い
手
は
人
形
を

さ
ん
ぼ
う

三
方
に
乗
せ
て
荒
神
社
へ
と
走
り
､

神
前
に
人
形
を
据
え
て
祈
願
し
､

こ
う
ど
の

再
度
神
殿
に
戻
っ
て
き
ま
す
｡
最
後

に
は
､
人
形
の
体
か
ら
縄
を
引
き

出
し
二
本
の
綱
に
し
て
神
殿
の
柱

に
引
き
渡
し
ま
す
｡
舞
い
手
は
太
刀

を
手
に
舞
い
､
綱
を
真
[
石
に
切
り

ま
す
｡

こ
の
縄
は
､
稲
の
豊
作
を
願
っ
て

田
に
苗
を
植
え
る
と
き
の
目
印
と

し
て
使
用
し
､
後
に
田
の
近
く
で
燃

や
す
こ
と
で
害
虫
の
駆
除
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡
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名荷神社について

名荷神社は長和四年(1015)の各壷で､筈窟醤箕が大字府へ左遷された
ちょうわ

途次に立ち寄られた地であると伝えられています｡
えいろくいくちかげもり

永禄二年(1559)の大干魅に城主生口影守が降雨を祈ったところ効

験あらたかであったため翌年社殿を造営して神に感謝したとき､人々は

喜んで冥加(神仏の加護･恩恵の意)な村といい､それが名荷という村名に

なったとも伝えられています｡
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今
年
の
名
荷
神
楽
は
､
平
成
三

十
一
年
(
二
〇
一
九
)
四
月
七
日
に
､

名
荷
神
社
の
境
内
社
で
あ
る
生
石

神
社
の
例
大
祭
に
奉
納
さ
れ
ま
し

た
｡

名
荷
神
楽
の
次
第
等
が
『
十
二

神
祇
御
神
楽
本
』
と
い
う
写
本
に

よ
り
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま

げ

ん

じ

す
｡
元
治
元
年
二
八
六
四
)
に
書
か

れ
た
神
楽
本
を
書
き
写
し
た
と
あ

る
の
で
､
古
く
か
ら
の
神
楽
を
現

在
も
引
き
継
い
で
い
る
と
言
え
る

で
し
ょ
う
｡
同
本
に
は
数
多
く
の
神

楽
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
､
担
い
手

の
減
少
の
た
め
今
回
は
六
つ
の
演

目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
｡

ま
ず
､
公
民
館
で
当
番
祭
が
行

さ
い
だ
ん

わ
れ
ま
す
｡
人
形
を
祭
壇
に
飾
り
､

し
ん
せ
ん

神
僕
を
供
え
て
丁
重
な
神
事
を
行

い
ま
す
｡

次
に
､
神
楽
団
に
よ
る
｢
神
迎

え
｣
と
｢
悪
魔
払
い
｣
が
奉
納
さ
れ

ま
す
｡そ

し
て
､
公
民
館
で
御
宮
渡
り

の
行
列
が
整
え
ら
れ
､
今
年
の
当

番
で
あ
る
才
崎
組
の
地
域
を
廻

り
､
お
よ
そ
二
十
分
の
道
の
り
を

経
て
､
名
荷
神
社
境
内
の
生
石
神

社
へ
向
か
い
ま
す
｡

才
崎
組
の
組
長
が
人
形
を
抱
え

て
先
頭
を
行
き
､
語
り
か
け
や
太

鼓
､
笛
の
音
を
奏
で
な
が
ら
氏
子

が
そ
の
後
に
続
き
ま
す
｡

現
在
､
例
大
祭
の
運
営
は
当
番

制
で
､
六
組
の
氏
子
が
一
年
ご
と
に

当
番
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
｡
例
大
祭
の
時
に
組
長
を
務
め

る
こ
と
は
､
め
っ
た
に
な
い
こ
と
だ

と
喜
ば
れ
ま
す
｡

ま
た
､
神
楽
の
演
目
で
あ
る
｢
岩

戸
神
祇
｣
は
､
代
々
当
番
組
の
長
が

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

天
照
大
御
神
の
役
を
演
じ
ま
す
｡
天

あ
ま
の
い
わ
と

照
大
御
神
が
天
の
岩
戸
に
こ
も
り
､

国
中
が
暗
闇
に
包
ま
れ
た
時
､
天
照

大
御
神
に
な
ん
と
か
外
に
出
て
も

ら
お
う
と
､
神
々
が
奮
闘
す
る
の
で

す
｡

昔
は
'
秋
の
豊
作
を
占
っ
て
い
ま

し
た
が
､
社
会
の
変
化
も
あ
り
､
今

は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
レ
モ
ン
な

ど
柑
橘
の
収
穫
を
願
う
気
持
ち
が

あ
る
そ
う
で
す
｡

今
年
は
舞
い
手
の
人
数
が
減
っ
て

い
く
中
で
､
四
人
の
高
校
生
が
御
飯

舞
神
儀
に
挑
戦
し
ま
し
た
｡
今
後
も

引
き
続
き
､
後
継
者
と
し
て
頑
張
っ

て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
す
｡

当
番
祭
(
公
民
館
)

祝
詞
奏
上

｢
神
迎
え
神
祇

一
､
悪
魔
払
神
祇

直
会

御
宮
渡
り
行
事

神
殿
入
り

祝
詞
奏
上
､
玉
串
奏
典

直
会

神
楽

一
､
神
迎
え
神
祇

一
､
悪
魔
払
神
祇

｢
御
飯
舞
神
儀

｢
岩
戸
神
祇

抽
選
会

｢
三
宝
荒
神
宮
御
縄

｢
八
重
垣
神
祇

参
考
‥
三
村
泰
臣
『
広
島
の
神
楽
探
訪
』
(
一
一
〇
〇
四
)
､
同
『
中
国
･
四
国
地
方
の
神
楽
探
訪
』
(
一
一
〇
二
二
)
､

西
井
亨
｢
尾
道
市
の
神
楽
｣
(
『
広
島
民
俗
』
第
七
十
八
号
､
二
〇
一
〇
)



【特　　集】

尾道市
の神楽

県　広島県無形民俗文化財

市　尾道市民俗文化財

0､

⑨浦崎新田神楽

⑭浦崎海老神楽

⑪浦崎満越神楽

⑪百島神楽

⑯中庄神楽県

⑭田熊神代神楽市

⑯名荷神楽県

①御調神楽県

(彰太田神楽

(丑山波神楽市

④浦崎戸崎神楽

⑤浦崎高尾神楽

⑥浦崎下組神楽

(∋浦崎上組神楽

⑧浦崎灘神楽

-2-

市史編さん事務局トピックス

市史第一巻『新尾道市史　文化財編上巻』発刊!

【トピックス】

A4版ソフトカバー､口絵1 6頁+本文348頁/定価2′700円(郵送料別途) /販売数量600冊

販売窓口:尾道市文化振興課及び市内各図書館(書店での販売はありません)
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神
楽
は
神
事
あ
る
い
は
芸
能
と
し
て
､
古

く
か
ら
日
本
各
地
で
行
わ
れ
て
お
り
､
神
楽

団
の
数
は
数
千
に
も
上
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
｡
広
島
県
内
だ
け
で
も
､
約
三
〇
〇
の
神
楽

ひ
ば
こ
う
じ
ん
か
ぐ
ら

団
が
あ
り
､
中
に
は
比
婆
荒
神
神
楽
の
よ
う
に

t
壇
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

1
/い

る
も
′
の
も
あ
り
ま
す
｡

/
ー
～
＼

県
内
の
粁
楽
は
､

げ
い
ほ
く
か
ぐ
ら

芸
北
神
楽
､
比
婆
荒
神
神

あ

｢

賢

し

ゅ

う

に

じ

ん

ぎ

か

ぐ

ら

　

ぴ

ん

ご

か

ぐ

ら

楽
､
安
士
軍
こ
細
祇
神
楽
､
備
後
神
楽
､
芸
予

∫

-

l

l

 

t

ノ

/

ー

･

I

諸
島
の
神
楽
の
五
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
｡

滴
丈
､
芸
纏
の
神
楽
は
華
や
か
な
演
出
に
よ

､
.
i
,
代
表
的
な
神
楽
と
し
て
多
く
の
人
々
に

/

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
o

)

現
在
､
尾
道
市
内
の
ヰ
丘
個
所
で
神
楽
が

｣
)
層
わ
れ
て
い
ま
す
.
芸
北
神
楽
と
は
対
照
的

L
i
L
素
朴
で
､
味
わ
帆
深
い
備
後
や
芸
予
諸
島

の
神
楽
は
触
域
の
人
々
に
よ
り
､
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
｡
了

そ
う
し
た
中
で
､
県
内
で
最
も
貴
重
な
神

＼

楽
の
一
つ
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
が
､
藁

し
ん
た
く
ま
い

縄
の
人
形
簿
用
い
や
神
託
舞
を
舞
う
名
荷
神

楽
で
す
｡

新
尾
道
市
の
歴
史
を
紐
解
き
､
後
世
へ
伝

え
る
『
新
尾
道
市
史
』
(
全
十
一
巻
)
の
刊
行

が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
｡

市
制
施
行
二
一
〇
周
年
を
経
て
､
開
港
八

五
〇
年
と
い
う
歴
史
的
節
目
に
お
届
け
す
る

記
念
す
べ
き
第
一
巻
は
､
市
内
の
指
定
文
化

財
(
一
部
に
未
指
定
を
含
む
)
の
内
､
建
造
物

･
史
跡
･
名
勝
･
天
然
記
念
物
と
全
一
五
九
件

を
網
羅
し
た
｢
文
化
財
編
｣
の
上
巻
で
す
｡

文
化
財
の
宝
庫
で
あ
る
わ
が
ま
ち
を
再

発
見
･
再
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
内
容
で
す
｡



みはらし亭(東土堂町)/爽頼軒茶室明喜庵(久保2丁目)/光明坊十三重塔(瀬戸田町御寺)/吉原家住宅母屋(向島町)-写真

艮神社のクスノキ群(長江1丁目)/本郷平廃寺出土瓦(御調町)/猪子迫古墳(美ノ郷町)/旧大浜埼船舶通航潮流信号所(因島大浜町)-写真

編集後記* 2019.6.10

吹く風も次第に夏めいてまいりましたが､皆様いかがお過ごし
でしょうか｡そして､旧年度中は誠にお世話になりました｡令和でも

ご指導､ご鞭接の程よろしくお願い申し上げます｡

さて､本紙は新市域を網羅した新たな市史の編さんを目指し､現
在までに御調､旧尾道､向島､因島を特集してまいりました｡第5号

では瀬戸田にスポットを当て､無形民俗文化財である名荷神楽を

中心にご紹介いたします｡
また､この度『新尾道市史文化財編上巻』を発刊することができ

ました!文化財の宝庫であるわがまちを再発見していただけるの
ではないかと思います｡皆様のお手元に少しでも早くお届けでき
るよう､市史編さん委員会一同鋭意努力いたしております｡

どうぞお楽しみにお待ちください｡ (LH.)

※ 『市史広報』は年に2回程度の発行を予定しております｡
みなさんの様々なお声や情報をお待ちしております｡

過
史
編

現
代

WANTED

史資料や情報をお寄せください

古文書や古写真(写真絵葉書を含む) ､古地図､
尾道の話題を報じる古新聞など､市史編さん委員
会事務局では､幅広い分野において尾道に関わる
史資料を収集しています｡また､無形の伝承(也
域に伝わる言い伝えや独特な慣習､祭礼芸能等)
についても収集対象となります｡もし皆さんのお

宅や周辺で､あるいは地域で､そうしたものが発

見された場合は､事務局へご一報下さい｡史資料
については複製(写真撮影･コピー)を取らせて

いただくのみで､現物については速やかにお返し

させていただきます｡情報提供は下記の事務局連
絡先までお願いします｡お電話での受付時間は平
日8:30-17二00 (文化財係: 0848-20-7425)

【企画･編集.発行】尾道市市史編さん委員会事務局(企画財政部文化振興課内) 〒722-8501尾道市久保一丁目15-1尾道市民会館3階32号室

TEL : 0848-38-9359 (直通) /FAX : 0848-37-2740 (代表) /E-MAIL : bunkazai@city.onomichi.hiroshima.jp
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D〔垂

文
化
財
編
【
上
巻
】
目
次

第
三
早

総
論

建
造
物

史
跡

名
勝

第
二
章

第
一
節

第
二
節

第
三
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
章

第
二
即

第
二
節

第
五
章

第
一
節

第
二
節

天
然
記
念
物

建
造
物

中
近
世
建
造
物

一
､
概
説

二
､
寺
社
建
築

三
､
住
宅
建
築

近
代
建
造
物

一
､
概
説

二
､
寺
社
建
築

三
､
住
宅
建
築

四
､
公
共
･
商
工
建
築

史
跡墳

墓
一
㌧
概
説

二
､
古
代
の
墳
墓

三
､
中
近
世
の
墳
墓
等

城
跡

一
､
概
説

二
､
中
世
城
郭
跡

二
｢
中
世
城
郭
関
連
遺
跡

そ
の
他
の
史
跡

(
､
概
説

名
勝概

説
各
論

天
然
記
念
物

概
説

各
論

一
､
植
物

二
､
地
質
･
地
形

『
新
尾
道
市
史
』
刊
行
計
画

文
化
財
編
　
下
巻

資
料
編
　
近
世

資
料
編
　
近
代
･
現
代

資
料
編
　
古
代
･
中
世

民
俗
編

地
理
編

通
史
編
　
原
始
･
古
代
･
中
世

通
史
編
　
近
世

通
史
編
　
近
代瀬

戸
田
町
は
美
し
い
芸
予
諸
島
の
中
央
に
位
置
し
､
瀬

戸
内
海
を
横
断
す
る
し
ま
な
み
海
道
(
西
瀬
戸
自
動
車

道
)
が
通
っ
て
い
ま
す
｡
温
厚
な
気
候
と
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
て
お
り
､
み
か
ん
､
レ
モ
ン
､
八
朔
､
ネ
ー
ブ
ル
な
ど
の

柑
橘
類
の
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
､
造
船
業
や
漁
業
も
主

力
産
業
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

み
ょ
う
が

瀬
戸
田
町
の
東
北
端
に
名
荷
と
い
う
地
域
が
あ
り
ま

げ

い

は

ん

つ

う

し

す
｡
『
芸
藩
通
志
』
に
よ
る
と
､
近
世
後
期
の
戸
数
は
二
二
八

戸
で
､
生
口
島
で
は
最
も
大
規
模
な
村
で
し
た
｡
こ
の
地
は

f
i
 
'
H
 
D
u
齢
､
郡
那
､
朝
那
､
酢
離
､
J
F
m
､
ボ
嘩
蹴
姐
の
七
つ
の

地
区
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
｡

『
国
郡
志
下
調
書
出
帳
』
に
よ
る
と
､
名
荷
は
中
世
以
来

の
揚
げ
浜
(
入
浜
式
塩
田
｡
海
水
の
水
分
を
蒸
発
さ
せ
､
塩

を
作
る
製
法
)
が
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
'
そ
の
伝
統
も
あ

っ
た
た
め
か
近
世
に
な
り
塩
浜
(
塩
田
)
の
開
発
が
盛
ん
に

行
わ
れ
ま
し
た
｡
ま
た
､
大
正
川
流
域
は
､
水
田
と
し
て
開

か
れ
米
ど
こ
ろ
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
｡

さ
て
､
今
回
は
名
荷
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
広
島
県
無
形

民
俗
文
化
財
｢
名
荷
神
楽
｣
を
ご
紹
介
し
ま
す
｡
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